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会社概要会社概要会社概要会社概要会社概要

商号　　　　 マブチモーター株式会社
　　　　　　 MABUCHI　MOTOR　CO.,LTD.
創立年月日 1954年 1月 18日
事業内容　　 小型モーターの製造販売
資本金　　　 207億円（2004年 12月末現在）
従業員数　　 本社：約1,000名
　　　　　　 マブチグループ：約50,000名

（2004年 12月末日現在）

代表者　　　　 代表取締役社長　亀井愼二
所在地　　　　 〒270-2280
　　　　　　　 千葉県松戸市松飛台430番地
　　　　　　　 TEL047-710-1111（代表）
技術センター　　 〒270-2393

千葉県印旙郡本埜村
　　　　　　　 竜腹寺280番地
　　　　　　　 TEL047-710-1222（代表）

マブチモーター環境報告書マブチモーター環境報告書マブチモーター環境報告書マブチモーター環境報告書マブチモーター環境報告書20052005200520052005のデータ集計期間／対象範囲についてのデータ集計期間／対象範囲についてのデータ集計期間／対象範囲についてのデータ集計期間／対象範囲についてのデータ集計期間／対象範囲について

●集計期間：2004年度（2004.1.1～ 2004.12.31）
●対象範囲：本社及び海外関係会社
＊備　　考：当報告書内での「マブチグループ」とは、2004年 12月末日現在、本社及び下記の海外　　
　　　 関係会社の総称です。
　　　　　　　　　　　　　　　　 香港マブチ（広東マブチ含）
　　　　　　　　　　　　　　　　 台湾マブチ
　　　　　　　　　　　　　　　　 高雄マブチ
　　　　　　　　　　　　　　　　 大連マブチ
　　　　　　　　　　　　　　　　 マレーシアマブチ
　　　　　　　　　　　　　　　　 江蘇マブチ
　　　　　　　　　　　　　　　　 ベトナムマブチ

●活動対象：モーターの製造、販売・サービスの提供に関わる環境活動の内容
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ご挨拶ご挨拶ご挨拶ご挨拶ご挨拶

  休日に近くの公園に自転車で出かけたりします。
  少し強めにペダルに力を入れると汗をかくことが有りますが､心地よい風が
当り気持ちのよい時間を過ごすことができます。　このように､自然に接する
機会があると､自然から非常に大きな安らぎを得ていることに改めて気がつき
ます。

  自然環境から与えられるものは､当然ながら安らぎばかりでは有りません。　
自然環境は私たちの生存そのものに絶対的な影響を持っています。　特に地球
の温暖化の問題は異常気象をもたらし、人類を含む生物や植物に対し非常に大
きな影響を与えることがわかっています。　

  政府が発表した2003年度の日本の温室効果ガス排出量は､13億3,900万トン
（二酸化炭素換算）で、前年比0.7%（京都議定書基準年比＋8.3%）の増加になっ
たそうです。京都議定書では､日本は1990年の二酸化炭素（CO2）排出実績に対
し6%削減を約束していますので､2003年度実績を前提とすると2010年までに
6％＋8.3％＝14.3％削減しなければならないことになります。　非常に困難な
目標になったといわざるを得ませんが､私たちが達成しなければならない重要
な課題に違いは有りません。

  マブチモーターは小型モーターを製造・販売しており､その用途は自動車電
装品、音響製品、ＯＡ機器、家電製品、キッチン用品、電動工具、玩具等に幅
広く､世界中で使用して戴いております。　このように多方面で､しかも世界中
で使用されていることを考えますと、マブチモーターにおいても積極的にCO2
の低減に努めていかなければならないと考え､様々な施策を実行してまいりま
した。　小型モーターの生産・販売において､拠点の統合化や生産の合理化を
通し､可能な限りの省エネルギー化､省資源化を行い､CO2 の排出量削減をおこ
なっております。　今後も、あらゆる場面においてCO2の排出量削減に努めて
まいります。

  また他に、私たちの健康を脅かす有害物質の排出も、大きな環境問題です。
環境を保つためにはこれら有害物質の排出量削減についても積極的に取り組ん
でいかなければなりません。　産業界全体において、消費者の皆様がお使いに
なる製品に有害物質が混入しないように、含有量を削減する、または使用しな
い方向への努力が進んでおります。
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　マブチモーターにおいても有害物質については、お客様が電気・電子製品（小
型モーター）を使用している間､また、廃棄された後も環境を汚染させないよう
に､部品･材料に含まれる有害物質（鉛、カドミウム、六価クロム化合物など）
の排除を行っております。更に、小型モーターの生産時に使用する有害物質に
ついても積極的にその削減に努めております。　
　これら有害物質の使用に関する規制であるEU-ELV､RoHS等のEU指令に準拠し
たモーターの提供を積極的に行い、環境負荷の低減に力を注いでおります。

　この報告書では2004年度の環境負荷低減に向けたマブチグループの取り組み
と成果を､できるだけ分かりやすくお伝えするように努めました。　マブチグ
ループの環境保全の情況を多くの皆様に知って頂くことは､当社の環境保全活動
を継続的に改善する上で非常に重要と考えています。　
　是非皆様方にご覧いただき、ご意見ご感想をお聞かせいただきたくお願い申
し上げます。

　2005年 10月
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マブチモーター（株）
代表取締役　社長

亀井　愼二
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経営活動の出発点であり、経営活動の出発点であり、経営活動の出発点であり、経営活動の出発点であり、経営活動の出発点であり、目指すべき終着点でもある経営理念及び経営目指すべき終着点でもある経営理念及び経営目指すべき終着点でもある経営理念及び経営目指すべき終着点でもある経営理念及び経営目指すべき終着点でもある経営理念及び経営

基軸に、基軸に、基軸に、基軸に、基軸に、マブチモーターの環境理念を表明していますマブチモーターの環境理念を表明していますマブチモーターの環境理念を表明していますマブチモーターの環境理念を表明していますマブチモーターの環境理念を表明しています

経営基軸-１

より良い製品をより安く供給することにより、豊かな社会と
人々の快適な生活の実現に寄与する

経営基軸-２

広く諸外国において雇用機会の提供と技術移転を行い、それら
の国の経済発展と国際的な経済格差の平準化に貢献する

経営基軸-３

人を最も重要な経営資源と位置付け、仕事を通じて人を活かし、
社会に役立つ人を育てる

経営基軸-４

地球環境と人々の健康を犠牲にすることのない企業活動を行う

マブチモーター経営理念マブチモーター経営理念マブチモーター経営理念マブチモーター経営理念マブチモーター経営理念

国国国国国     際際際際際     社社社社社     会会会会会     へへへへへ     ののののの     貢貢貢貢貢     献献献献献     ととととと     そそそそそ     ののののの     継継継継継     続続続続続     的的的的的     拡拡拡拡拡     大大大大大
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経営理念を環境マネジメント分野で具現化したものが、経営理念を環境マネジメント分野で具現化したものが、経営理念を環境マネジメント分野で具現化したものが、経営理念を環境マネジメント分野で具現化したものが、経営理念を環境マネジメント分野で具現化したものが、マブチモーターマブチモーターマブチモーターマブチモーターマブチモーター

の環境基本方針ですの環境基本方針ですの環境基本方針ですの環境基本方針ですの環境基本方針です

１．１．１．１．１．地球環境に配慮した企業活動を行うための環境マネ　　　地球環境に配慮した企業活動を行うための環境マネ　　　地球環境に配慮した企業活動を行うための環境マネ　　　地球環境に配慮した企業活動を行うための環境マネ　　　地球環境に配慮した企業活動を行うための環境マネ　　　
　　　　　 ジメントシステムを確立し、ジメントシステムを確立し、ジメントシステムを確立し、ジメントシステムを確立し、ジメントシステムを確立し、継続的改善に努める。継続的改善に努める。継続的改善に努める。継続的改善に努める。継続的改善に努める。

２．２．２．２．２．環境関連の法規制およびその他の要求事項を遵守す環境関連の法規制およびその他の要求事項を遵守す環境関連の法規制およびその他の要求事項を遵守す環境関連の法規制およびその他の要求事項を遵守す環境関連の法規制およびその他の要求事項を遵守す
　　るとともに、　　るとともに、　　るとともに、　　るとともに、　　るとともに、積極的に自主基準を設定し管理する。積極的に自主基準を設定し管理する。積極的に自主基準を設定し管理する。積極的に自主基準を設定し管理する。積極的に自主基準を設定し管理する。

３．３．３．３．３．限りある資源を最大限有効に活用するために、限りある資源を最大限有効に活用するために、限りある資源を最大限有効に活用するために、限りある資源を最大限有効に活用するために、限りある資源を最大限有効に活用するために、省エ省エ省エ省エ省エ
　　ネルギー、　　ネルギー、　　ネルギー、　　ネルギー、　　ネルギー、リサイクルおよび廃棄物の減量化に積極リサイクルおよび廃棄物の減量化に積極リサイクルおよび廃棄物の減量化に積極リサイクルおよび廃棄物の減量化に積極リサイクルおよび廃棄物の減量化に積極
　　的に取り組む。　　的に取り組む。　　的に取り組む。　　的に取り組む。　　的に取り組む。

４．４．４．４．４．環境に負荷を与える物質は可能な限り代替物質への　環境に負荷を与える物質は可能な限り代替物質への　環境に負荷を与える物質は可能な限り代替物質への　環境に負荷を与える物質は可能な限り代替物質への　環境に負荷を与える物質は可能な限り代替物質への　

　　転換を行う。　　転換を行う。　　転換を行う。　　転換を行う。　　転換を行う。

５．５．５．５．５．従業員の環境に対する意識の高揚を図るため、従業員の環境に対する意識の高揚を図るため、従業員の環境に対する意識の高揚を図るため、従業員の環境に対する意識の高揚を図るため、従業員の環境に対する意識の高揚を図るため、積極積極積極積極積極
　　的な教育　　的な教育　　的な教育　　的な教育　　的な教育・・・・・広報活動を行う。広報活動を行う。広報活動を行う。広報活動を行う。広報活動を行う。

６．６．６．６．６．環境方針は全従業員に周知するとともに、環境方針は全従業員に周知するとともに、環境方針は全従業員に周知するとともに、環境方針は全従業員に周知するとともに、環境方針は全従業員に周知するとともに、必要に応必要に応必要に応必要に応必要に応

　　じて外部の利害関係者にも開示する。　　じて外部の利害関係者にも開示する。　　じて外部の利害関係者にも開示する。　　じて外部の利害関係者にも開示する。　　じて外部の利害関係者にも開示する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1998 1998 1998 1998 1998 年年年年年99999月月月月月2727272727日制定日制定日制定日制定日制定

マブチモーター環境基本方針マブチモーター環境基本方針マブチモーター環境基本方針マブチモーター環境基本方針マブチモーター環境基本方針
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事務局

代表取締役社長

環境管理委員会 省エネ部会

部門環境管理責任者
（各部長・室長）

環境管理組織

化学物質部会

環境管理責任者会議

海外関係会社環境管理責任者

海外関係会社環境管理組織

環境管理統括責任者
（常務取締役）

本社環境管理責任者

　マブチグループは全グ
ループの環境マネジメント
活動を推進するため、1997年
から全グループをカバーす
る環境管理委員会を設置し、
積極的に環境マネジメント
に取り組んでいます。
　環境管理委員会はマブチ
グループの環境方針、目標、
施策などの審議、決定を行い

環境管理委員会(本社)

環境管理責任者会議
(東莞マブチ2004.10)

マブチグループは環境管理組織を通じて、マブチグループは環境管理組織を通じて、マブチグループは環境管理組織を通じて、マブチグループは環境管理組織を通じて、マブチグループは環境管理組織を通じて、

環境マネジメント活動を推進しています環境マネジメント活動を推進しています環境マネジメント活動を推進しています環境マネジメント活動を推進しています環境マネジメント活動を推進しています環境環境環境環境環境
マネジメントマネジメントマネジメントマネジメントマネジメント

システムシステムシステムシステムシステム
ます。さらに、その下に必要
な専門部会を設け、化学物
質、CO2排出量削減などの施
策立案を行っています。
　
　グループ各社の環境管理
責任者により構成される「環
境管理責任者会議」は2000年
から毎年開催されています。
2004年は東莞マブチ（香港マ
ブチ）で、第５回会議が開催
されました。

環境マネジメント環境マネジメント環境マネジメント環境マネジメント環境マネジメント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　システムシステムシステムシステムシステム

　　7
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　マブチグループの環境活動
をより確実にするため、1999
年よりグループ全体に「環境
マネジメントシステム　
ISO14001」を導入しました。
　本社と海外関連会社の
ISO14001認証活動の円滑化と
効率化を図るため、2004年度
から海外関連会社の認証会社
を D N V（D e t　N o r s k e　
Veritas）に統一する取り組
みを行っています。現在大連
マブチ以外は、ISO14001認証
会社をDNV に統一しました。
（＊大連マブチも次回の更新
監査で切り替える予定です。

環境マネジメント環境マネジメント環境マネジメント環境マネジメント環境マネジメント
                                                       　　　　　　　　　　の実施の実施の実施の実施の実施

　社外認証機関による定期的
な監査を受け入れるととも
に、ISO14001システムだけで
なく、環境方針が確実に実施
されているか、その施策は十
分であるかなどを、社内監査
人による内部環境監査で定期

的に確認しています。
　この内部環境監査の結果は
経営層に報告され、グループ
全体の環境マネジメントシス
テムの経営層による見直しに
役立っています。

　マブチグループは、定期
的、対象別に環境教育・訓練
を行っています。

　毎年、年初めには、本社及
び各関係会社の環境事務局よ
り、環境基本方針の再教育と
ともに、マブチグループの環
境目標、当年度の環境方針、
環境目標、環境マネジメント
計画について、全従業員に教
育を実施します。
　また、著しい環境影響があ
る業務、及び環境法規制にか
かわる業務に携わる従業員に
対しては、当該業務について
の専門的な教育訓練を実施
し、事故などの発生防止に努

めています。
　新入社員に対しても、本社
及び関係会社で、ISO14001に
基づく環境教育を実施してい
ます。
　新任管理職や、中途入社の
社員にも、個別環境教育を
行っています。
　このような全社員への環境
教育を行うことにより、マブ
チグループ全員の環境意識の
高揚及び、環境方針、方向性
の共有化を図っています。

マブチモーター本社内部環境監査にて行われる経営者インタビュー風景

　有害化学物質使用削減について環境教育

　　8

環境教育の実施　　環境教育の実施　　環境教育の実施　　環境教育の実施　　環境教育の実施　　     　　　　　
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マブチグループはマブチグループはマブチグループはマブチグループはマブチグループは 2 0 0 32 0 0 32 0 0 32 0 0 32 0 0 3 年度より環境会計年度より環境会計年度より環境会計年度より環境会計年度より環境会計

システムを導入し、システムを導入し、システムを導入し、システムを導入し、システムを導入し、2 0 0 42 0 0 42 0 0 42 0 0 42 0 0 4 年度からは海外年度からは海外年度からは海外年度からは海外年度からは海外

関係会社の一部に試験導入しています関係会社の一部に試験導入しています関係会社の一部に試験導入しています関係会社の一部に試験導入しています関係会社の一部に試験導入しています

　マブチグループは、経営者
が環境経営を評価し、経営上
の意思決定をサポートする重
要なツールとして2003 年度
より環境会計システムを導入
しています。当年度はその発
展的拡大を目指し、江蘇マブ
チ（中国江蘇省呉江市）へ試験
導入しました。

　2004年度マブチグループの
環境保全コストは、投資額
697百万円、費用額1,262百
万円でした。
　2004年度には、最先端の省
エネルギー技術を取り入れた
新本社を建設しました。断熱
効果の優れたダブルスキン構
造や冷媒に CO 2 を使用した
ターボ冷凍機などの環境配慮

環境会計システム導入環境会計システム導入環境会計システム導入環境会計システム導入環境会計システム導入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の拡大の拡大の拡大の拡大の拡大

20042004200420042004 年度環境会計年度環境会計年度環境会計年度環境会計年度環境会計
　　　　　     取り組み活動報告取り組み活動報告取り組み活動報告取り組み活動報告取り組み活動報告
　マブチグループは、環境へ
の取り組みを評価する前提と
して、取り組み毎に環境コス
トを集計する環境会計システ
ムを新日本監査法人の支援・
指導を受け、構築しています。
　2004年度は、本社（技術セ
ンターを含む　以下同じ）と
ともに、江蘇マブチを加え、環
境保全を目的とした取り組み
毎の投資額・費用額の集計を
行っています。

　　　　　20042004200420042004 年度環境会計の年度環境会計の年度環境会計の年度環境会計の年度環境会計の
　　　　　                                   集計実績分析集計実績分析集計実績分析集計実績分析集計実績分析

型設備を採用しています。そ
のため2004 年度の地球環境
保全コストにおいて、投資で
は546百万円、費用では34百
万円を支出しています。 　
　また、当社グループのモー
ター生産は、100％海外関係
会社で行っており、本社での
活動は研究開発及び関係会社
の統括管理となっています。
研究開発に係る環境保全コス
トの主な内容は、製品開発に
おける有害化学物質の使用量
削減及び省エネ、省資源製品
の研究開発になります。その
費用は、環境研究開発費用全
体の66％を占めています。
　その他の環境関連の投資と
して、本社及び旧館林工場の
土壌・地下水汚染浄化工事の
費用があります。2004 年度
は、浄化のために新たな工事
を行い、投資76百万円、費用
223百万円を支出しています。
　事業活動における環境保全
効果として、モーター百万個
生産にあたり、水使用量の
60tの削減、CO2排出量の6.5
ｔの削減効果がありました。
　

　今後の予定今後の予定今後の予定今後の予定今後の予定
　環境会計システムを海外関
係会社に順次展開及び、環境
保全対策に伴う経済効果の集
計にも着手していきます。

環境会計環境会計環境会計環境会計環境会計
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　　■マブチ環境会計基本事項■マブチ環境会計基本事項■マブチ環境会計基本事項■マブチ環境会計基本事項■マブチ環境会計基本事項

３．環境保全コストの算定基準
①減価償却費
財務会計上の減価償却費
を計上しています。
②人件費

　　 環境保全活動に関わった
　　 すべての人件費を集計し
　　 ました。

算定式：
　　 作業回数×１回当たりの
　　 作業時間×サイト別平均
　　 賃率

③研究開発コスト
研究開発テーマ毎に把握でき
るコストは、個別に集計し、
直接把握できないものについ
ては、テーマ毎の勤務時間を
　基準に按分集計しました。

④複合コストの計上基準

「環境会計ガイドライン   　

（2005年版）」に準拠して、
環境保全に関わる部分のみ計
上しています。

１．対象期間
2004年1月1日～

    　　　　2004年12月31日

２．集計範囲
コスト：本社（技術センター

　　       を含む）
　　　　江蘇マブチ

効果：マブチグループ

■環境コスト　　　　■環境コスト　　　　■環境コスト　　　　■環境コスト　　　　■環境コスト　　　　

■環境効果　　　　　■環境効果　　　　　■環境効果　　　　　■環境効果　　　　　■環境効果　　　　　

注：2003 年度はマブチモーター本社単独、2004 年度はマブチモーター本社及び江蘇マブチを対象範囲にしました。
　　よって、前年比は省略しました。
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(単位：百万円)

投資額 同期比 費用額 同期比 投資額 費用額
公害防止
コスト

17.9 - 5.0 - 1.9 3.3
ディーゼル車排ガス対策、浄化槽の点検・測定、薬品排水タンク
の水質分析・洗浄など

地球環境保全
コスト

545.7 - 34.0 - 17.4 21.8
省エネ車両の導入、新本社社屋省エネ設備の導入、炭化水素
系洗浄機の導入など

資源循環
コスト

3.5 - 51.3 - 0.0 11.0 廃棄物のリサイクルおよび適正処理

小計 567.1 - 90.3 - 19.3 36.1

1.0 - 48.3 - 0.0 15.0 梱包材のリサイクルおよび適正処理

53.5 - 72.7 - 0.0 117.0
環境マネジメントシステムの整備・運用、含有化学物質の調査・
分析、環境情報の開示、従業員への環境教育など

- 827.0 - 0.0 584.7
鉛、カドミウム、六価クロム、トリクロロエチレンなどの有害化学
物質の使用削減・廃止および金型の小型化のための研究開発

75.8 - 223.4 - 23.3 60.2 土壌・地下水の調査および浄化

697.4 - 1,261.7 - 42.6 813.0

（３）管理活動コスト

（４）研究開発コスト

合計

（５）環境損傷対応コスト

主な取り組み内容

（１）
事業エリア
内コスト

（２）上・下流コスト

分類
2003年度2004年度

エネルギーの投入量（ＧＪ） 989,555 1,011,221 1,128,110 116,889ＧＪの増加
ＧＪ/百万個 582 555 567 12ＧＪ/百万個の増加

水の投入量（万ｔ） 142 136 137 1万ｔの増加
ｔ/百万個 830 750 690 60ｔ/百万個の削減

PRTR対象物質の使用量（ｔ） 2,972 2,627 2,930 303ｔの増加
ｔ/百万個 1.7 1.4 1.5 0.1ｔ/百万個の増加

排出物の排出量（ｔ） 39,603 39,676 43,711 4,035ｔの増加
ｔ/百万個 -23.3 -21.8 -21.9 0.1ｔ/百万個の増加

ＣＯ２の排出量（ｔ） 172,092 173,733 176,942 3,209ｔの増加
ｔ/百万個 101.3 95.4 88.9 6.5ｔ/百万個の削減）

②事業活動から排出す
る環境負荷及び

排出物に関する効果

（１）事業エリア内コストに
対応する効果

2004年度
指標の値
（原単位）

対前年度
指標の値
（原単位）

効果の内容 指標の分類
2002年度
指標の値
（原単位）

2003年度
指標の値
（原単位）

①事業活動に投入する
資源に関する効果
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　マブチモーターは、以前よ
り製品の環境対応について
技術的研究・開発に取り込ん
でいます。 特に有害物質の使
用削減･代替化を1998年より
進めてきました。
　2004年度は、主に欧州連合
（EU）の規制である「ELV指令
（使用済み自動車に関する法
規制）」、「RoHS指令（有害物
質使用制限に関する法規
制）」、「WEEE指令（廃棄され
る電気電子機器に関する法
規制）」の対応モーターの研
究・開発を行いました。
　現在、規制6物質の内､  カ
ドミウムについては1999年
に代替材料の開発を行ない

順次切替を実施し、2003年
にはほとんどを切替完了し
ました。水銀と臭素系難燃
材2 種はマブチモーターで
は、使用していません。鉛と
六価クロムについては現在
切り替え中で､2005年 12月
には完全に切替を完了する
予定になっております。
　モーター製品の有害物質
の使用削減以外に、省エネ、
省資源、リサイクル化モー
タの研究開発もメーカの使
命として、取り組んでいま
す。

　今後も環境配慮型モー
ターの研究開発を一層強化
していく予定です。

環境配慮型環境配慮型環境配慮型環境配慮型環境配慮型
製品製品製品製品製品

すべてのモーター製品に、すべてのモーター製品に、すべてのモーター製品に、すべてのモーター製品に、すべてのモーター製品に、環境負荷物質の使用環境負荷物質の使用環境負荷物質の使用環境負荷物質の使用環境負荷物質の使用

削減、削減、削減、削減、削減、省資源、省資源、省資源、省資源、省資源、省エネルギーを配慮しています省エネルギーを配慮しています省エネルギーを配慮しています省エネルギーを配慮しています省エネルギーを配慮しています

製品の有害物質製品の有害物質製品の有害物質製品の有害物質製品の有害物質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用削減使用削減使用削減使用削減使用削減

マブチモーターの環境負荷物質使用削減、省資源、省エネルギーモーター

11



　　　　　　マブチモーター株式会社　環境報告書2005

 モーター部品製作には、金
属の板を打ち抜いたり、
絞ったりするプレス加工が
あります。プレス加工では
一枚の板からどれだけ多く
の製品が作れるかが資源の
有効利用として大切になり
ます。もちろん少ない材料
で多くの製品ができるとい
うことは、部品のコストダ
ウンにもなり、より安い
モーターが提供できること
になります。
　プレス加工では板を打ち
抜いた後に残る抜きカスが
少ないことが望まれます。
そこで打ち抜く製品と製品
の間隔（抜き幅）を最小にで
きるように検討を重ねてき
ました。この抜き幅は材料
の厚さと材質により左右さ
れます。また材料の送り精
度も大切です。そこでプレ
ス加工の設計諸元を徹底的
に見直し、金型の設計をや
り直しました。その結果材
料の歩留まりが５％向上し
ました。つまり材料の使用
量を5％削減できたのです。
　当社ではモーターケース
は鉄の板を加工して造って
います。その使用量は年間
約38,000 トンとなります。
その5％とすれば約1,900ト
ン節約できることになり、
CO2も約3,000トン削減でき
ることになります。今後は
この技術を他の金型にも広

　当社のモーターはフェラ
イトマグネットを使用して
作られてきました。フェラ
イトマグネットは安くて、
磁力が安定しているためマ
グネットモーターのほとん
どに使われてきました。一
方では小型でより高効率な
モーター用として、焼結希
土類マグネットが使われて
きました。しかしこのマグ
ネットは磁力が非常に強い
のですが、価格も高価なも
のとなり、一般に使われる
モーターには多くは使われ
てきませんでした。
　そこで当社ではこの希土
類をプラスチックで固めた
プラスチック希土類マグ
ネットを採用することにし

新型のマグネットを採用し
た省エネルギー型のモー
ターの構造（FFH30WA）

げて、より多くのCO2を削減
していきたいと考えていま
す。

プレ加工の歩留り率を高めるとともに、
抜きカスの再利用も積極的に推進してい
ます。現在、グループ内で発生する抜き
カスは100％再利用されます。上図は回収
トラックへの積み込み待ちの抜きカスで
す

ました。このマグネットは
希土類の使用量が少ないた
め価格も比較的安価に抑え
られ、かつ磁力はフェライ
トマグネットに比べて大幅
にアップできました。
　今までの当社のモーター
に比べて、同一サイズでは2
割ほど出力が上がりました。
またお客様においてはワン
サイズ小さなモーターの採
用ができ、機器の小型化と
なりその結果資源の低減が
図られることになりました。
　当社ではこのマグネット
を採用したシリーズを比較
的小さな機種を中心に徐々
に増やしています。
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材料歩留り率の向上材料歩留り率の向上材料歩留り率の向上材料歩留り率の向上材料歩留り率の向上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　により省資源により省資源により省資源により省資源により省資源

省エネルギー型省エネルギー型省エネルギー型省エネルギー型省エネルギー型
　　　　　　　　　　          モーターの開発モーターの開発モーターの開発モーターの開発モーターの開発
　　　　　　　　　　　　　　　

マ
グ
ネ
ッ
ト

マグネット
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パワーウインドウ用モーターパワーウインドウ用モーターパワーウインドウ用モーターパワーウインドウ用モーターパワーウインドウ用モーター
（（（（（従従従従従来来来来来機機機機機種種種種種）））））

パワーウインドウ用モーターパワーウインドウ用モーターパワーウインドウ用モーターパワーウインドウ用モーターパワーウインドウ用モーター
     （（（（（軽軽軽軽軽量量量量量版版版版版　　　　　PWPWPWPWPW　シリーズ）　シリーズ）　シリーズ）　シリーズ）　シリーズ）

13

　自動車の電装モーターは
マブチモーターの重要な製
品の一つです。
　近年、自動車は利便性及
び快適性の向上の為、ます
ます電装化が進んで来てい
ます。電装化によって、自動
車１台あたりの部品点数及
び重量が増え、それにより
環境に与える影響の増大が
懸念されます。マブチモー
ターは快適性向上と環境負
荷低減を両立させることが
使命であると考えます。
　マブチモーターは、環境
基本方針として、「限りある
資源を最大限有効活用する
ために、省エネルギー、リサ
イクルおよび廃棄物の減量
化に積極的に取り組む」こ
とを掲げています。
　製品に使用される環境負
荷物質の使用量を可能な限
り減らすとともに、リサイ
クルを考えた製品設計を行
い、資源使用量が少なく(小
型・軽量化)、生産過程で使
用するエネルギー、生産機
械、副資材、消耗備品をいか
に無駄なく効率的に使用す
るかに積極的に取り組んで
います。

　マブチモーターは自動車
電装用パワーウインドウ用
モーターのPWシリーズの開
発にあたり、開発初期段階
から環境側面を考慮して開

発を進めました。
　モーター構造の徹底的な見
直しを行ない、マブチモー
ターの従来機種である578シ
リーズに比べ、モーターの性
能を損なうことなく約10％軽
量化を実現し、自動車の燃費
向上に寄与しています。通
常、自動車１台あたり、４個
のパワーウインドウ用モー
ターが搭載されていますの
で、燃費向上効果は決して小
さくはありません。
　今後も、引き続き、環境配
慮した研究開発に取り組んで
いきます。

環境配慮型環境配慮型環境配慮型環境配慮型環境配慮型
製品製品製品製品製品

研究開発から出荷まで、研究開発から出荷まで、研究開発から出荷まで、研究開発から出荷まで、研究開発から出荷まで、環境に配慮します環境に配慮します環境に配慮します環境に配慮します環境に配慮します

パワーウインドウ用パワーウインドウ用パワーウインドウ用パワーウインドウ用パワーウインドウ用
ギアモーターの軽量化ギアモーターの軽量化ギアモーターの軽量化ギアモーターの軽量化ギアモーターの軽量化
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プラコン梱包（改善後）ダンボール梱包（改善前）

　以前、お客様へ製品をお
届けするための梱包材はダ
ンボール（箱・仕切り板）を
使い、一回の使用で廃棄さ
れていました。これをプラ

梱包材のリサイクル利用による廃棄物排出量の低減梱包材のリサイクル利用による廃棄物排出量の低減梱包材のリサイクル利用による廃棄物排出量の低減梱包材のリサイクル利用による廃棄物排出量の低減梱包材のリサイクル利用による廃棄物排出量の低減

スチック製に換え循環利用す
る方式に変更し廃棄物の低減
を達成しています。
　現在は、日本のお客様に納
入する分のみに対応していま

すが、今後は物流等のインフ
ラ整備状況を鑑みながら、全
世界向けに展開していく方針
です。

電動ミラー
Rearview Mirror

電動格納式ドアミラー
Retractable Rearview Mirror
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社内における化学物質の管理社内における化学物質の管理社内における化学物質の管理社内における化学物質の管理社内における化学物質の管理

　マブチモーターは、製品の
原材料及び副資材に使われる
化学物質について、ＥＬＶ、
ＷＥＥＥ/ＲｏＨＳ指令を軸
に、環境配慮製品をお客様に
提供しています。やむをえず
使用しなくてはならない化学
物質についても、環境汚染が
発生しないよう取り組んでい
ます。
　生産に使用される化学物質
は専用倉庫と専用運搬器具を
使い、専任者により管理して
います。

　古いトランスやコンデン
サーに含まれる環境汚染物質
であるPCBは、専用の保管
庫を造り、専任者により適正
管理されています。

汚染の防止汚染の防止汚染の防止汚染の防止汚染の防止
生産現場の生産現場の生産現場の生産現場の生産現場の
                                   化学物質管理化学物質管理化学物質管理化学物質管理化学物質管理

　社員の健康を守るために、
室内環境のＶＯＣ測定を行
い、室内環境調査を実施して
います。
　また、特定の職場（洗浄
室、粉砕室等）では、粉塵や
はんだ煙の測定も定期的に実
施しています。

ＶＯＣとは：
揮発性有機化合物で、室内空
気汚染源であり、シックハウ
ス症候群を引き起こす可能性
がある物質をいいます。例え
ば、ホルムアルデヒドや酢酸
ビニル、トルエン、キシレン
などがそれに当たります。

本社新社屋におけるＶＯＣ定期測定

ＰＲＴＲ(Pollutant
Release and Transfer
Register)「環境汚染物質排
出・移動登録」については、
本社では、2004年度の対象
化学物質の取り扱い量がすべ
て報告義務量以下だったた
め、報告物質はありませんで
した。

ＰＲＴＲ法への対応ＰＲＴＲ法への対応ＰＲＴＲ法への対応ＰＲＴＲ法への対応ＰＲＴＲ法への対応

マブチモーター本社に設けられているPCB
の専用保管庫
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○松戸本社
　本社ビル建設に伴い、土壌
汚染の確認調査を行なったと
ころ、洗浄室として使用して
いました付近の土壌より、環
境基準を上回る値のテトラク
ロロエチレン及びトリクロロ
エチレンが検出されました。
　
　テトラクロロエチレンに関
しては使用を停止して25年以
上になりますが、当時の汚染
がそのまま残留していたもの
です。汚染状況については、そ
の後詳細な調査を重ね、汚染
範囲を特定し、自治体である
松戸市に報告し、浄化を進め
ています。浄化方法に関して
は二重吸引法といって、土壌
ガス及び地下水を吸引し、そ
れぞれを活性炭を使用し浄化
する方法でおこなっています。
　土壌ガス、地下水の濃度が
下がったときには現状の方法
では限界があると言われてい
ますので、その他の浄化方法
についてもいろいろなテスト
を行いそれぞれ
の効果を確認中
です。
　いずれにして
も環境基準レベ
ルまでの浄化を
おこなってまい
ります。

　マブチモーターが使用する
用水はほとんど生活用水で
す。生産用水は極めて少量で
す。

　しかし、如何に生活用水と
いえど、多人数が活動する工
場の排水は、公共下水施設の
弱い地域にとっては、環境負
荷の一つになります。
　地域の環境負荷を低減する
とともに、河川の水質汚濁を
防止するため,江蘇マブチを
はじめ、大連マブチ、広東マ
ブチ第一工場、東莞マブチと
も工場内に下水処理施設を建
設し、自工場が発生する排水
の全量を地域の下水排出基準
に達するまで処理していま
す。
　処理された水の一部は工場
内の生活用水（洗車、植木散
水、トイレ用水）に再利用さ
れています。
　このような取り組みによ
り、地域の環境負荷が低減さ
れ、河川の水質汚濁が防止で
きるとともに、水資源の保護
にも貢献しています。

○旧館林工場跡地
　当社の関係会社で有りま
したマブチ精工館林工場
（群馬県館林市）においても
テトラクロロエチレンによ
る土壌・地下水汚染が発見
されました。　
　群馬県及び館林市に報告
し、協議を重ね、浄化方法に
ついても御了解を戴き、浄
化工事を実施しました。　
　浄化方法は酸化触媒法を
採用しましたが、経過は順
調で、処理地点は完全に浄
化がおこなわれています。
　地下水に関しては継続し
て浄化作業をおこなってい
ます。

マブチ本社の土壌マブチ本社の土壌マブチ本社の土壌マブチ本社の土壌マブチ本社の土壌・・・・・
　　　　　　　　　　　　　　　地下水汚染浄化地下水汚染浄化地下水汚染浄化地下水汚染浄化地下水汚染浄化

水質汚濁防止の取り組み水質汚濁防止の取り組み水質汚濁防止の取り組み水質汚濁防止の取り組み水質汚濁防止の取り組み

2004.8竣工した東莞マブチに建設された、
200ｔ/日処理能力を有する排水処理施設

マブチモーター環境管理統括責任者、常
務取締役羽渕展世による土壌浄化現場の
視察

汚染防止の取り組み汚染防止の取り組み汚染防止の取り組み汚染防止の取り組み汚染防止の取り組み

マブチモーター新本社構内に設置されている、地下水浄化施設
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　私たちは豊かな生活を維
持するために多くのエネル
ギーを使っていますが、それ
らのエネルギーの消費が多
くの場合、地球温暖化の原因
となる二酸化炭素（CO2）を排
出しています。
　地球温暖化防止は私たち
全ての人々の大きな課題で
す。企業においても大きな課
題として取り組まなければ
なりません。
　マブチモーターにおいて
は、この二酸化炭素（CO2）の
排出削減のために､日本本社
の他に、海外工場においても
積極的に削減活動を行なっ
ています。製品生産に直接使
われる温暖化ガスは使用し
ていません。排出される温暖
化ガスは、全てエネルギー使
用に伴い発生する二酸化炭
素（CO2）です。
　また、マブチモーターで使
用されるエネルギーの85%は
電力です。したがってこの電
力の使用量を削減すること

が、マブチモーターにおける
地球温暖化防止への課題と
なっています。
　地球温暖化の防止が叫ばれ
て以来、マブチモーターはさ
まざまな削減施策を実施して
きました。特に大きな効果を
上げたのは生産工場の統合で
した。
　需要の急激な増加が続き、
生産規模の拡大が優先されて
きましたが、近年、単なる生
産規模の拡大を行なうのでは
なく、環境面を考慮した工場
の建設が進みました。分散し
たり、重複したりしていた旧
工場を、新工場へ統合を図
り、これによりエネルギー使
用の無駄も大幅に削減しまし
た。

地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化
防止防止防止防止防止

マブチグループ全体がマブチグループ全体がマブチグループ全体がマブチグループ全体がマブチグループ全体がCOCOCOCOCO22222 排出量の削減に取排出量の削減に取排出量の削減に取排出量の削減に取排出量の削減に取

り組んでいますり組んでいますり組んでいますり組んでいますり組んでいます

ベトナムマブチの工場屋根に断熱塗装工事
（2004年実施）。

COCOCOCOCO22222排出量削減の排出量削減の排出量削減の排出量削減の排出量削減の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取組み取組み取組み取組み取組み
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　工場で使用するエネルギー
の大半は電力ですが、いろい
ろな用途に使用されていま
す。マブチモーターの場合、
組み立て加工が主となってい
ますので、原材料を生産する
ための超大型設備はありませ

ん。それらの中で比較的多く
のエネルギーを使用している
のが圧縮空気を作り出すコン
プレッサーです。　
　2004年度はこのコンプレッ
サーに使われる電力の削減に
取り組みました。　　
　コンプレッサーはシステム
を有効に動かすために台数を
多く設置し、負荷の状況にあ
わせて適正台数を運転すると
いう方法をとっています。　
　一方、広大な敷地に工場が
何棟も建てられていますの
で、中央集中ではなく分散も
しなくてはなりません。　
　この相反する要求を満たす
ために、各工場棟ごとの負荷

の変動を調査し、共用システ
ムを設置し、省エネルギー対
応を行なっています。　
　工場統廃合や大型設備機
器に関係する二酸化炭素
（CO2）の削減要素に対する対
策は、既にほとんどが完了し
ているため残っていません。
　今後はこのような大きな
課題ばかりではなく、効果は
少ないかもしれませんが、無
駄に二酸化炭素（CO2）を排出
している、細かな部分につい
ても対策を行なっていくこ
とが必要になってきていま
す。そのような面から、工程
内の圧縮空気の使用に関す
る点検も行っています。　

2004年 10月に竣工しました
マブチモーター本社の新社
屋は、マブチモーターの「限
りある資源を最大限有効に
活用する」という環境基本方
針に基づいて、ダブルスキン
による熱負荷最小化や、躯体

蓄熱といった最新技術、手法
の導入による省エネルギー
の追求も積極的に行い、ライ
フサイクルCO2の排出が、標
準施設と比べて、22％の削減
が達成可能となりました。

上図：ダブルスキン内部に生じる煙突効果による排熱促進の
ほか、アトリウムトップライトと連携し、中間期や夜
間において、自然換気により空調負荷を低減する

左図:ダブルスキンからの自然採光を有効に活用し、照明電
力を削減します。

地球環境にやさしい施設地球環境にやさしい施設地球環境にやさしい施設地球環境にやさしい施設地球環境にやさしい施設

大連マブチがコンプレッサ運転時発生し
た、40℃前後の熱を工場内冬季の暖房源と
して利用するシステムを開発、設置しまし
た。この施設の利用により年間、暖房用石
炭の使用量を150トン削減できました。石
炭使用によるCO2排出量の削減に寄与しま
した。
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リサイクル率を高め、リサイクル率を高め、リサイクル率を高め、リサイクル率を高め、リサイクル率を高め、排出物減量化排出物減量化排出物減量化排出物減量化排出物減量化

　マブチモーターは、以前
より地球環境保護活動の一
つとして、排出物の減量化
とリサイクル（再資源化）に
取り組んできました。
　全マブチグループの排出
物減量化活動をレベルアッ
プするため、2004年度に、本
社からゴミゼロエミッショ
ン活動を開始しました。
　ゴミゼロエミッションを
推進するためには、埋立廃
棄物を削減することが重要
です。本社内から発生する
「燃やすゴミ」は、ゴミ焼却
場で焼却され、大幅に減量
されますが、焼却灰が残り、
埋立処理になってしまいま
す。そこで、「燃やすゴミ」自
体を出さないことを目標に
掲げ、紙ゴミについても、親
指大の大きさまでリサイク
ルして、再生紙として活用
できるようになりました。

また、分別不明品を徹底的
になくし、リサイクル可能な
業者開拓・管理に努めていま
す。
この取り組みにより、2004
年末時点でのリサイクル達成
率は 96％に達しました。　
なお、この他にリサイクルが
困難な塩化ビニールや、金属
とプラスチックの混合品等も
リサイクル方法を新規に開拓
し、処理が可能となりまし
た。
　今後、更なるリサイクル率
の引き上げを目指して、取り
組んでいきます。

排出物排出物排出物排出物排出物
減量化減量化減量化減量化減量化

マブチモーターグループ埋立廃棄物量及びリサイクル率の推移
2000～2004
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排出物減量化の排出物減量化の排出物減量化の排出物減量化の排出物減量化の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り組み取り組み取り組み取り組み取り組み
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　大連マブチ工場のモーター
部品製造工程に、砥石を使っ
てモーターのシャフトを研磨
する工程があります。今まで
は、使用済みの廃砥石を業者
に依頼して、埋め立て廃棄物
として処分していました。こ
の処理方法は、費用がかかる
上に、地球環境に対する負荷
も大きいことが分かりまし
た。
　そこで、この環境負荷を低
減するため、2004年に、廃砥
石のリサイクルに取り組みま
した。

　中国国内にある関連業者を
調査した結果、廃砥石と同じ
様な材料をリサイクルできる
業者が見つかりました。
　現在、大連マブチの廃砥石
はこの業者の再加工により、
耐火材の原材料として再利用
されるようになりました。
　2004年度の実績として、大
連マブチの廃砥石の100％が
リサイクルされました。

大連マブチ廃砥石の大連マブチ廃砥石の大連マブチ廃砥石の大連マブチ廃砥石の大連マブチ廃砥石の
　　　　　100100100100100％リサイクル実現％リサイクル実現％リサイクル実現％リサイクル実現％リサイクル実現

マブチモーター本社新社屋マブチモーター本社新社屋マブチモーター本社新社屋マブチモーター本社新社屋マブチモーター本社新社屋

建設における廃棄物減量化建設における廃棄物減量化建設における廃棄物減量化建設における廃棄物減量化建設における廃棄物減量化
の取り組みの取り組みの取り組みの取り組みの取り組み
　マブチモーター新社屋の二
期工事には、旧社屋の解体が
含まれます。一般的に、解体
工事では、大量の建築廃材が
発生し、大きな環境負荷にな
ります。

　マブチモーターの環境基本
方針「限りある資源を最大限
に活用する」を実践するた
め、新社屋建設において、施
工業者である「清水建設」の
協力を得て、解体で発生する
建築廃材のリサイクル化に取
り組みました。

　建築物解体で一番発生しや
すいコンクリト廃材を場内で
粉砕し、一部は新社屋の二期
工事の路盤として使用しまし
た（その他の部分は別の建築
現場で使われました）。アス
ファルトガラは再生工程を加
えることにより、再びアス
ファルトとしてリサイクルし
ました。

　

　その他、木屑をリサイクル
工場に送り、チップにするな
どの工夫により、新社屋二期
工事で発生した建築解体廃棄
物16580ｔの内99％の16440
ｔをリサイクル出来ました。

リサイクルされる解体廃材の出荷

リサイクル待ちの廃砥石

リサイクル方法の開拓、リサイクル方法の開拓、リサイクル方法の開拓、リサイクル方法の開拓、リサイクル方法の開拓、排出物の資源化排出物の資源化排出物の資源化排出物の資源化排出物の資源化
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コミュニコミュニコミュニコミュニコミュニ
ケーションケーションケーションケーションケーション

　

マブチモーターは社内外に向けて積極的に情マブチモーターは社内外に向けて積極的に情マブチモーターは社内外に向けて積極的に情マブチモーターは社内外に向けて積極的に情マブチモーターは社内外に向けて積極的に情

報開示を実施しています報開示を実施しています報開示を実施しています報開示を実施しています報開示を実施しています

ホームページの充実化ホームページの充実化ホームページの充実化ホームページの充実化ホームページの充実化

　社員への環境情報伝達と環
境意識の向上を図るため、社
内報を活用しています。毎年
の6、12月号に、必ず環境特
集を掲載しています。
　2004年6月号には、屋久島
の自然を紹介しながら、自然
を大切にすることが環境保全
活動やCSR（企業の社会的な
責任）にどう関わるかを説明
しました。
　これらの記事の掲載は、社
員の環境意識の向上に大きく
寄与しました。例えば、上記
の屋久島の自然に関する記事
を読んだ社員の中から、「日

社員への社員への社員への社員への社員への
　　　　　コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション

本はこのような自然が生きて
いた国だったことが改めて認
識できました」、「原点に戻
り、自然を見つめ直し、未来
へ残して行きたいという気持
ちは今までより強くなりまし
た」や、「環境対応は、身近な
自然を守ることから始まるこ
とです」などの感想が多数寄
せられました。
　社内の環境情報の共有化を
図るため、イントラネット上
に、環境情報データベース
「ECOLOG」を2003年度より運
営しています。
　2004年度に、環境配慮モー
ターの研究開発、販売活動を
支援するため、有害化学物質
使用削減に関連する情報を中
心に、内容を充実させまし
た。
　特に、ELV、WEEE、RoHSな
ど欧州環境規制について、原
文、日本語訳文、業界規制、自
社規制の順に掲載し、環境配
慮モーターの研究開発にも寄
与しました。

マブチモーター社内報

　マブチモーターでは、環境
情報を広く社内外へ発信する
ため、ホームページに環境情
報を掲載してきました。2004
年度の改定に合わせて、内容
を見直し、新しい内容も追加
しました。
　また、難しい文章表現を極
力避け、より解り易いホーム
ページを心掛け、リリースし
ました。

マブチモーターホームページ環境部分
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社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献
　　　　　　　　　　

　　　　　大連マブチでは、地域社会
への貢献として、会社所在地
域にある小中学校の内3校に
対して、困窮学生を対象とす
る奨学金を提供しています。
　また、定期的に、これらの
学生を会社内に招き、社会教
育の場としての社内見学活動
を実施しています。

マブチモーターは地球の良き企業市民としてマブチモーターは地球の良き企業市民としてマブチモーターは地球の良き企業市民としてマブチモーターは地球の良き企業市民としてマブチモーターは地球の良き企業市民として

積極的に社会貢献活動を行なっています積極的に社会貢献活動を行なっています積極的に社会貢献活動を行なっています積極的に社会貢献活動を行なっています積極的に社会貢献活動を行なっています

　マブチモーターは、経営理
念に「国際社会への貢献とそ
の継続的拡大」を表明してい
ますが、これを実践するた
め、本社及び各海外関係会社
とも、多方面の社会貢献活動
を行っています。

社会貢献の実施社会貢献の実施社会貢献の実施社会貢献の実施社会貢献の実施

■地域の教育事業への支援■地域の教育事業への支援■地域の教育事業への支援■地域の教育事業への支援■地域の教育事業への支援

　　　　　社会での高齢者及び身体障
害者に対するの生活支援事業
に、マブチモーター本社及び
各関係会社とも地域社会への
貢献の一つとして、さまざま
な活動を行っています。
　

　■高齢者及び■高齢者及び■高齢者及び■高齢者及び■高齢者及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身体障害者への支援身体障害者への支援身体障害者への支援身体障害者への支援身体障害者への支援

　　

　　　　　上図は、マブチモーター広
東第２工場のボランティア
が、工場所在地域にある「福
永老人ホーム」への慰安演芸
会を開催した状況です。
　この工場のボランティア活
動者が、休日を利用し、上記
活動の他に、工場所在地域で
の植林、清掃などの活動も行
いました。2004年度に、合計
950人、延べ50,000時間の社
会貢献活動を行いました。
　
　2004年度に、大連マブチが
会社所在地域の身体障害者生
活支援事業への援助として、
「大連市身体障害者基金会」
に寄付をしました。
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総経理自ら学習用品の贈呈

　　
地域の学生による社内見学

大連マブチ総経理と「大連市身体障害者基
金会」の責任者との会談



　　　　　　マブチモーター株式会社　環境報告書2005

地域との調和を目指し、地域との調和を目指し、地域との調和を目指し、地域との調和を目指し、地域との調和を目指し、近隣社会への貢献近隣社会への貢献近隣社会への貢献近隣社会への貢献近隣社会への貢献

を実現を実現を実現を実現を実現

　2004年10月に、マブチモー
ター新社屋が竣工しました。
　この新社屋の建設に当たっ
ては、自社だけではなく、地
域社会の共生も念頭におい
て、建設しました。

□町並み・景観への貢献
・電線の地中化
・松飛台工業団地の入り口
　に相応しい開かれた前庭
 （野間土手/ビオトープ）
　　（右頁参照）
・桜並木/歩道の仕上げ

□安全/防犯への貢献
・私有地提供（200㎡）　
　による歩道/車道拡幅。
　バス停整備
・夜間街路照明（エコロ
　ジー照明）

　

社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献

新社屋での地域貢献新社屋での地域貢献新社屋での地域貢献新社屋での地域貢献新社屋での地域貢献

太陽光と風力を利用する街路灯

電線の地中化する前

電線の地中化した後

電線地中化工事実施前後電線地中化工事実施前後電線地中化工事実施前後電線地中化工事実施前後電線地中化工事実施前後
　　　本社所在地域景観の変化　　　本社所在地域景観の変化　　　本社所在地域景観の変化　　　本社所在地域景観の変化　　　本社所在地域景観の変化

桜並木を植え、拡幅された歩道

春には近所の奥様たちが、新社屋と桜並木を背景に記念写真を撮っています。
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　ビオトープの語源はギリシャ語で、「生命」を意味する「bio」と「場所」を意味する「topos」を
組み合わせた合成語。ドイツの生物学者ヘッケルが「生き物の住む空間」を「biotop」と呼び、その
重要性を提唱したことが始まりとされます。
　日本では、1990年代からビオトープ作りが手がけられるようになりました。ビオトープ作りを通じ
て、失われた自然の回復、子供の環境教育の場として、大きな役割を担っていると言われています。
　マブチモーターも企業の社会貢献の一環として、今回の新社屋建設とともに、自社敷地にビオトー
プを作りました。

マブチ新社屋に作られたビオトープについてマブチ新社屋に作られたビオトープについてマブチ新社屋に作られたビオトープについてマブチ新社屋に作られたビオトープについてマブチ新社屋に作られたビオトープについて

開放的な前庭の中に、南側敷地入り
口から新本社へつながる歩行空間を
囲むようにビオガーデン（自然要素
を取り入れた庭園）や、食堂前から
なだらかに流れるカスケード（階段
状の滝）といった親水空間を配置し
ました。前庭の植生には当地の潜在
植生を多く採用。周囲の緑との調和

に配慮しました。

前　庭
ビオトープ

オープンデッキとカスゲード カスゲード

野鳥も飛来しています前庭の植栽　ヤマハギ前庭の植栽　ドウタンツツジ
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マブチモーター環境活動の歩みマブチモーター環境活動の歩みマブチモーター環境活動の歩みマブチモーター環境活動の歩みマブチモーター環境活動の歩み

1993.06 「経営理念」の経営基軸の一つに「地球環境と人々の健康を
犠牲にすることのない企業活動を行う」ことを明文化

1993.12 モーターコミテータ材の最初のカドミウムフリー材開発実
績報告

1994.01 年次計画に社内廃棄物の減量化、再資源化率目標を設定。
継続的数値目標管理を開始

1997.06 環境問題に関する情報管理部門「環境管理委員会」を業務
改革推進本部内に設置

1998.01 廃棄物処理管理基準を3Rを基礎とした要領に改訂
1998.07 業革推進本部にISO14001認証取得プロジェクト(社内略称：

E/プロジェクト)を設置。ISO14001認証取得のための事前
調査を開始

1998.10 マブチグループの「環境基本方針」を制定。E/プロジェク
トがISO14001の認証取得活動を開始

1999.05 ISO14001の要求事項に沿って本社の「環境方針」を制定
1999.05 本社の「環境中期目標」を発表
1999.06 本社EMS（環境マネジメントシステム）を運用開始
1999.12 本社がISO14001認証を取得
2000.01 トリクロロエチレンの使用削減及び全廃活動を開始
2000.01 はんだの鉛フリー化新工法開発開始
2000.03 高雄マブチ（台湾高雄市）ISO14001認証取得
2000.05 本社、トリクロロエチレンの使用を全廃完了
2000.07 マレーシアマブチISO14001認証取得
2000.08 江蘇マブチ（中国江蘇省）ISO14001認証取得
2000.08 大連マブチ（中国遼寧省）ISO14001認証取得

25



　　　　　　マブチモーター株式会社　環境報告書2005

26

2000.09 モーターの六価クロムフリー材開発開始
2000.09　環境管理責任者会議開催
2000.10 グリーン調達活動開始
2000.12 モーターのカドミウムフリー化代替材選定評価完了
2000.12 台湾マブチISO14001認証取得
2000.12 香港マブチ（香港、中国広東省）ISO14001認証取得
2000.12 一部地域で通い箱システムの運用を開始
2001.03 ベトナムマブチISO14001認証取得
2001.07 ソニー様「電気部品標準化委員会」よりモーターに使用さ

れるはんだの無鉛化承認取得
2001.12 はんだの鉛フリー化量産準備完了
2001.12 「環境報告書」をホームページ上で掲載
2002.04 六価クロムフリーモーターのサンプル出荷開始
2002.07 本社敷地内の一部でテトラクロロエチレンによる土壌汚

染発現、浄化修復開始
2002.09 EU-ELV、RoHS対応モーター供給開始
2003.05 環境負荷低減最新技術を導入したマブチ本社新社屋着工
2003.10 新日本監査法人の指導により環境会計システム構築開始
2004.05 炭化水素系洗浄機導入
2004.06 大連マブチが中国大連市環境保護局に「環境保護模範企

業」と表彰されました
2004.09 江蘇マブチに環境会計システム導入
2004.10 最新省エネ技術を用いて建設されたマブチモーター本社

新社屋竣工
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